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。　
平
成
21
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

 

昨
年
秋
以
来
、
政
府
・
与
党
と
し
て
、
事
業
規
模
で
総
額

75
兆
円
、
財
政
支
出
の
規
模
と
し
て
は
12
兆
円
の
景
気
対

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
昨
年
度
の
第
１
次

補
正
予
算
、
第
２
次
補
正
予
算
、
そ
し
て
本
年
度
の
当
初
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
、
中
小
企
業
へ
の
緊
急
融
資
、

定
額
給
付
金
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
な
ど
既
に
効

果
が
出
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
、
エ
コ
カ
ー
減
税
な
ど
も
動
き
出
し

ま
す
。
し
か
し
、
世
界
、
特
に
米
国
経
済
の
厳
し
さ
は
増
し

て
お
り
、
も
う
一
段
の
景
気
対
策
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　
そ
の
際
、
以
下
の
３
つ
の
視
点
が
大
切
で
、
今
後
、
政

府
・
与
党
内
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
我
が
国
に
は
、
1
5
0
0
兆
円
と
い
う
個
人
金
融
資
産
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
個
人
金
融
資
産
は
、
60
％
が
60
歳
台
以
上

に
、
50
歳
台
も
加
え
る
と
80
％
以
上
が
、
年
配
の
世
代
が
保

有
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
必
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
年
配
の
世
代
が
保
有
す

る
資
産
を
次
世
代
、
次
々
世
代
に
円
滑
に
引
き
継
ぎ
、
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
す
。
お
金
が
か
か
る
の
は
、
子
育
て
世
代

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
だ

か
ら
で
す
。

　
私
が
事
務
局
長
を
務
め
て

い
る
「
政
府
紙
幣
・
無
利
子

国
債
の
発
行
を
検
討
す
る
議

員
連
盟
」
で
は
、
住
宅
・
自

動
車
・
教
育
な
ど
に
実
際
に

消
費
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

に
、
既
に
３
月
11
日
に
、
以

下
の
と
お
り
贈
与
税
の
減
免

を
麻
生
総
理
、
与
謝
野
大
臣
に
提
言
し
て
お
り
、
幸
い
、
今

月
ま
と
ま
る
経
済
対
策
に
目
玉
の
一
つ
と
し
て
、
盛
り
込
ま

れ
る
見
通
し
で
す
。

〈
提
言
〉
（
抄
）

3
.
（
3
）

　
３
年
間
に
か
ぎ
り
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除
（
1
1
0

万
円
）
を
思
い
切
っ
て
2,
5
0
0
万
円
ま
で
引
上
げ

る
と
と
も
に
、
住
宅
購
入
・
改
修
資
金
の
場
合
に
は
更

に
1,
0
0
0
万
円
、
自
動
車
購
入
資
金
の
場
合
に
は

5
0
0
万
円
、
教
育
資
金
の
場
合
に
は
2
0
0
万
円

の
、
上
乗
せ
の
控
除
枠
を
別
枠
で
設
け
る
べ
き
で
あ

る
。
更
に
３
年
間
に
限
り
贈
与
税
の
税
率
も
引
き
下
げ

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
既
に
相
続
時
精
算
課
題
制
度
を
選
択
さ
れ
て

い
る
方
も
、
３
年
間
に
限
っ
て
、
こ
の
新
制
度
へ
の
乗

り
換
え
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　　
個
人
金
融
資
産
の

流
動
化
の
た
め
に

は
、
将
来
に
対
す
る

不
安
除
去
も
大
切
で

す
。
将
来
に
不
安
が

あ
れ
ば
、
贈
与
税
を

●
1
5
0
0
兆
円
を
超
え
る
個
人
資
産
の
有
効
活
用

　
　
　
　贈
与
税
の
減
免

●
将
来
へ
の
安
心
を
通
じ
た
経
済
成
長

　
　
　
　医
療
・
介
護
の
充
実
を

●
環
境
と
成
長
の
両
立

今
こ
そ
、新
た
な
視
点
で
景
気
対
策
を

世代交代の旗手
　今政界全体に必要なのは、本格的な「世代交
代」です。自民党は当選１回～３回までの若手衆
議院議員が、党所属衆議院議員の５割以上を占め
る政党です。ところが、ほんの一握りのベテラン
が、自民党全体を牛耳っている状況です。
　この状況を打破するには、若手が横に一体的に
団結していく必要があります。
　そこで、代表発起人の一人として、１回生～３
回生の会、「自民党を刷新し、日本を再生する会
（通称123会）」を立ち上げて活動しています。

国会の質問王
　厚生労働委員会、内閣委員会、拉致問題特別委
員会、教育基本法改正特別委員会、政治倫理特別
委員会の各委員会に所属し、自民党一回生議員82
人の中で、最も質問を多くしている議員の一人で
す。

政策通の即戦力
●「政府紙幣、無利子国債の発行を検討する議員
連盟」の事務局長を務め、いち早く贈与税の減免
を提言。
●中小企業の事業承継税制について、自民党PTの
主査の一人として、とりまとめ。
●道路特定財源の見直し、公務員制度改革につい
て、若手議員連盟のとりまとめ責任者として、当
時の福田総理、渡辺大臣に提言。
●自民党・税金の無駄遣い撲滅PTの事務局長補佐
として、数千億円の無駄を指摘。
●障害者自立支援法について、見直しをいち早く同
僚議員とともに提言し、見直しに道筋をつける。

●ハンセン病基本法の制定に努力。
●介護療養病床の削減について、同僚議員ととも
に、削減方針の見直しをいち早く提言。
●都市農業を考える若手議員の会の事務局長とし
て、農地の相続税納税猶予の見直しに道筋をつ
ける。

木原せいじ公式
モバイルサイト
http://kiharaseiji.com/k/
携帯電話から木原せいじ
モバイルにつながります。

私立武蔵中学・高校、東京大学法学部卒業

大学時代はテニスで全国選抜3位

平成5年大蔵省（現財務省）入省、主計局、大臣官房、国際局課長

補佐、税務署長歴任

その間、英国大蔵省出向（初代）

平成17年9月　衆議院選挙当選

現在、厚生労働委員会、内閣委員会、拉致特別委員会、各委員。党

では、国際局次長、青年局次長、女性局次長、学生部参与。

趣味はテニス・ピアノ・散歩。座右の銘「至誠通天」。著書「英国大蔵

省から見た日本」（文春新書）

社
会
保
障
の
充
実

個
人
金
融
資
産
の
有
効
活
用
：
贈
与
税
の
減
免
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減
免
し
て
も
、
長
期
的
に
は
消
費
は
拡
大
し
て
い
き
ま
せ

ん
。
将
来
不
安
の
最
大
の
も
の
は
社
会
保
障
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
特
に
、
医
療
・
介
護
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　
今
後
の
景
気
対
策
に
お
い
て
は
、
３
年
程
度
の
時
限
的
措

置
と
し
て
、
数
千
億
円
規
模
の
基
金
を
創
設
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
の
新

設
・
増
設
に
対
す
る
上
乗
せ
補
助
の
措
置
を
導
入
し
、
集
中

的
整
備
を
図
る
べ
き
で
す
。

　
併
せ
て
、
介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。
平
成

21
年
度
で
３
％
の
介
護
報
酬
引
上
げ
が
実
現
し
て
い
ま
す

が
、
現
場
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
力
不
足
で
す
。
本
来
は
、
更

な
る
介
護
報
酬
改
定
等
を
通
じ
て
大
幅
な
報
酬
引
き
上
げ
を

図
る
べ
き
で
す
が
、
当
面
は
、
介
護
未
経
験
者
の
職
業
訓
練

に
対
す
る
助
成
や
未
経
験
者
を
採
用
し
た
介
護
事
業
所
に
対

す
る
助
成
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
第
三
に
、
環
境
と
成
長
の

両
立
で
す
。
一
説
に
よ
る

と
、
地
球
上
の
土
地
面
積
の

約
２
％
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

貼
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
少

な
く
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面

で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
最
貧
困

国
も
含
め
て
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
と
同
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
太
陽
光
を
含
め
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

は
、
地
球
と
人
類
を
救
う
最
短
の
道
で
す
。
我
が
国
は
、
そ

の
先
頭
を
走
る
能
力
が
あ
り
ま
す
し
、
走
る
べ
き
で
す
。

　
私
も
代
表
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
「
自
民
党
を
刷
新
し
、

日
本
を
再
生
す
る
会
（
通
称
「
１
２
３
の
会
」
）
」
で
は
、

千
葉
・
幕
張
で
の
政
策
合
宿
を
通
じ
て
、
以
下
の
と
お
り
、

二
つ
の
面
で
環
境
を
中
心
し
た
景
気
対
策
を
実
施
す
る
よ
う

と
り
ま
と
め
、
提
言
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
対
応
の
未
来
型
社
会
を
先
取
り
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

●
交
通
シ
ス
テ
ム
の
環
境
対
応
型
へ
の
全
面
移
行
。

　
４
ツ
星
か
つ
2
0
1
0
年
度
燃
費
基
準
の
新
車
の
購

入
に
対
し
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
自
動
車
重
量
税
、

自
動
車
税
の
減
免
措
置
に
加
え
て
、
直
接
的
な
購
入
費

助
成
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
保
有
車
両
の
一
定
割
合
を

環
境
適
応
車
に
転
換
す
る
事
業
者
に
対
し
、
購
入
助
成

を
行
う
こ
と
。

●
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
通
じ
た
学
校
の
環
境

対
応
化
。

　
小
中
学
校
、
高
等
学
校
に
つ
い
て
、
教
育
環
境
の
抜

本
的
充
実
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
た

め
、
耐
震
化
・
環
境
対
応
化
、
I
C
T
化
を
一
体
的
に

整
備
す
る
こ
と
。
特
に
、
環
境
対
応
化
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
で
集
中
的
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
は
じ

め
省
エ
ネ
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

資
源
の
乏
し
い
我
が
国
の
将
来
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
可

能
性
へ
の
投
資
こ
そ
、
最
重
要
の
課
題
で
す
。
諸
外
国
と

比
べ
て
低
い
公
的
教
育
投
資
を
増
や
す
べ
き
時
で
す
。

　　
平
成
18
年
の
教
育
基
本
法
改

正
に
よ
っ
て
、
幼
児
期
の
教
育

が
、
国
の
責
任
と
し
て
明
確
に

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
欧
米
諸
国
や
韓
国
に
比

べ
て
、
就
学
前
の
幼
児
期
の
教

育
の
私
費
負
担
の
割
合
が
高

く
、
経
済
的
負
担
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
全
て

の
３
〜
５
歳
児
を
対
象
に
無
償
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
財
源
の
制
約
が
厳
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く

と
も
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
子
供
を
対
象
と
し

（
2
7
0
0
億
円
）
、
３
、
４
歳
児
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
世
帯
や
多
子
世
帯
の
第
２
子
以
降
（
2
6
0
0
億
円
）

な
ど
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
無
償
化
に
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
（
義
務
教
育
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　　
あ
わ
せ
て
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

の
施
設
整
備
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
施
設
不
足
の
た
め
入
所
で
き
な
い
待
機
児
童
が
約
４

万
人
も
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
数
字
は
氷
山
の
一
角

で
、
最
初
か
ら
入
所
を
あ
き
ら
め
て
認
可
外
保
育
所
を
利

用
し
た
り
、
仕
事
を
あ
き
ら
め
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
景
気
の
悪
化
に
伴
い
、
こ
の
数
字
も
今
後
増
え
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
既
に
、
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
を
創
設
し

て
、
今
後
３
年
間
で
15
万
人
分
の
保
育
所
な
ど
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
金
の
金
額
は

今
後
さ
ら
に
増
額
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
安
心
こ
ど
も
基
金
は
、
要
望
の
強
い
学
童

保
育
の
新
設
・
増
設
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　
そ
し
て
、
今
こ
そ
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る

仕
組
み
作
り
が
必
要
で
す
。
子
育
て
に
つ
い
て
、
年
金
や

医
療
・
介
護
と
同
様
に
、
社
会
保
険
、
公
的
保
険
が
あ
っ

て
も
何
ら
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
保
険
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
３
つ
の
こ
と
を
一

体
的
に
実
施
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
保
険
の
財

源
は
、
税
金
で
2.5
兆
円
、
全
て
の
国
民
か
ら
毎
月
2
0
0
0

円
の
保
険
料
を
御
負
担
い
た
だ
く
こ
と
で
約
2.5
兆
円
、
計
５

兆
円
程
度
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

①
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

●
全
児
童
に
対
す
る
現
金
給
付
。
現
在
の
児
童
手
当

を
維
持
し
、
更
に
支
給
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
。

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
、
保
険
で
８
割
負
担
す

る
こ
と
で
軽
減
す
る
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
い
場
合
は
、
上
記
の
現
金
給
付
に
上
乗
せ
。

②
国
の
制
度
と
し
て
、
全
国
共
通
で
乳
幼
児
医
療
費

無
料
化
を
図
る
。

③
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
、
育
児
休

業
給
を
５
割
か
ら
８
割
に
引
き
上
げ
。

　
平
成
18
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
P
T
A
共
済
の
事

業
継
続
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
P
T
A

共
済
は
、
P
T
A
活
動
な
ど
で
事
故
が
あ
っ
た
時
に

見
舞
金
を
支
払
う
な
ど
、
重
要
な
制
度
で
す
。
今

般
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
事
業
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
議
員
提
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
国
会
で
成
立

で
き
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

●
幼
児
教
育
を
無
償
化

●「
安
心
こ
ど
も
基
金
」を
通
じ
た
施
設・学
童
保
育

　
の
充
実

●
将
来
的
に
は
公
的「
子
育
て
保
険
」の
創
設

子
供
こ
そ
日
本
の
将
来
の
宝

将
来
的
に
は
、子
育
て
保
険
の
創
設

施
設
の
充
実

幼
児
教
育
の
無
償
化

環
境
対
応
型
交
通
シ
ス
テ
ム
と

学
校
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

P
T
A
共
済
存
続
の
た
め
に

地元での活動国会での活動

街
角
で
ハ
ン
セ
ン
病
基
本
法
の
意
義

を
訴
え
な
が
ら
署
名
を
集
め
る
。

夏
祭
り
に
飛
び
入
り
参
加
。

ハ
ッ
ピ
姿
も
様
に
な
っ
て
き
た
。

学
童
保
育
視
察
中
に
子
供
に
囲

ま
れ
る
。ポ
ス
タ
ー
の
お
陰
で
す
っ

か
り
人
気
者
！

地
元
少
年
野
球
の
始
球
式
。

か
つ
て
の
野
球
少
年
に
は
た
ま
ら

な
い
瞬
間
。

初
詣
の
だ
る
ま
市
に
て
、だ
る
ま

を
手
に
取
り
ニ
ッ
コ
リ
。両
目
の

開
眼
を
祈
願
。

毎
年
恒
例
の
節
分
祭
に
参
加
。

子
供
に
向
け
て
福
は
内
。

地
元
駅
に
て
朝
の
ご
挨
拶
。

こ
の
後
電
車
で
国
会
へ
。

地
域
の
皆
様
の
声
を
国
政
に
届

け
る
べ
く
集
会
を
開
催
。

代表発起人を務める123会。発言にも力が入る。

衆議院委員会にて、役人のごまかしを許さない
鋭い質問。

若手政策集団で提言を取りまとめ大臣への
申し入れ。

元旦の地元神社にてテープカット。
この後多くの参拝者がお参り。

地域の餅つきに参加。
きねを持つ手にも力がこもる。

1000人もの支援者の方々が集まり叱咤激
励の決起大会。大きな勇気を頂きました。



減
免
し
て
も
、
長
期
的
に
は
消
費
は
拡
大
し
て
い
き
ま
せ

ん
。
将
来
不
安
の
最
大
の
も
の
は
社
会
保
障
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
特
に
、
医
療
・
介
護
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　
今
後
の
景
気
対
策
に
お
い
て
は
、
３
年
程
度
の
時
限
的
措

置
と
し
て
、
数
千
億
円
規
模
の
基
金
を
創
設
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
の
新

設
・
増
設
に
対
す
る
上
乗
せ
補
助
の
措
置
を
導
入
し
、
集
中

的
整
備
を
図
る
べ
き
で
す
。

　
併
せ
て
、
介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。
平
成

21
年
度
で
３
％
の
介
護
報
酬
引
上
げ
が
実
現
し
て
い
ま
す

が
、
現
場
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
力
不
足
で
す
。
本
来
は
、
更

な
る
介
護
報
酬
改
定
等
を
通
じ
て
大
幅
な
報
酬
引
き
上
げ
を

図
る
べ
き
で
す
が
、
当
面
は
、
介
護
未
経
験
者
の
職
業
訓
練

に
対
す
る
助
成
や
未
経
験
者
を
採
用
し
た
介
護
事
業
所
に
対

す
る
助
成
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
第
三
に
、
環
境
と
成
長
の

両
立
で
す
。
一
説
に
よ
る

と
、
地
球
上
の
土
地
面
積
の

約
２
％
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

貼
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
少

な
く
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面

で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
最
貧
困

国
も
含
め
て
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
と
同
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
太
陽
光
を
含
め
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

は
、
地
球
と
人
類
を
救
う
最
短
の
道
で
す
。
我
が
国
は
、
そ

の
先
頭
を
走
る
能
力
が
あ
り
ま
す
し
、
走
る
べ
き
で
す
。

　
私
も
代
表
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
「
自
民
党
を
刷
新
し
、

日
本
を
再
生
す
る
会
（
通
称
「
１
２
３
の
会
」
）
」
で
は
、

千
葉
・
幕
張
で
の
政
策
合
宿
を
通
じ
て
、
以
下
の
と
お
り
、

二
つ
の
面
で
環
境
を
中
心
し
た
景
気
対
策
を
実
施
す
る
よ
う

と
り
ま
と
め
、
提
言
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
対
応
の
未
来
型
社
会
を
先
取
り
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

●
交
通
シ
ス
テ
ム
の
環
境
対
応
型
へ
の
全
面
移
行
。

　
４
ツ
星
か
つ
2
0
1
0
年
度
燃
費
基
準
の
新
車
の
購

入
に
対
し
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
自
動
車
重
量
税
、

自
動
車
税
の
減
免
措
置
に
加
え
て
、
直
接
的
な
購
入
費

助
成
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
保
有
車
両
の
一
定
割
合
を

環
境
適
応
車
に
転
換
す
る
事
業
者
に
対
し
、
購
入
助
成

を
行
う
こ
と
。

●
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
通
じ
た
学
校
の
環
境

対
応
化
。

　
小
中
学
校
、
高
等
学
校
に
つ
い
て
、
教
育
環
境
の
抜

本
的
充
実
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
た

め
、
耐
震
化
・
環
境
対
応
化
、
I
C
T
化
を
一
体
的
に

整
備
す
る
こ
と
。
特
に
、
環
境
対
応
化
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
で
集
中
的
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
は
じ

め
省
エ
ネ
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

資
源
の
乏
し
い
我
が
国
の
将
来
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
可

能
性
へ
の
投
資
こ
そ
、
最
重
要
の
課
題
で
す
。
諸
外
国
と

比
べ
て
低
い
公
的
教
育
投
資
を
増
や
す
べ
き
時
で
す
。

　　
平
成
18
年
の
教
育
基
本
法
改

正
に
よ
っ
て
、
幼
児
期
の
教
育

が
、
国
の
責
任
と
し
て
明
確
に

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
欧
米
諸
国
や
韓
国
に
比

べ
て
、
就
学
前
の
幼
児
期
の
教

育
の
私
費
負
担
の
割
合
が
高

く
、
経
済
的
負
担
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
全
て

の
３
〜
５
歳
児
を
対
象
に
無
償
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
財
源
の
制
約
が
厳
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く

と
も
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
子
供
を
対
象
と
し

（
2
7
0
0
億
円
）
、
３
、
４
歳
児
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
世
帯
や
多
子
世
帯
の
第
２
子
以
降
（
2
6
0
0
億
円
）

な
ど
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
無
償
化
に
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
（
義
務
教
育
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　　
あ
わ
せ
て
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

の
施
設
整
備
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
施
設
不
足
の
た
め
入
所
で
き
な
い
待
機
児
童
が
約
４

万
人
も
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
数
字
は
氷
山
の
一
角

で
、
最
初
か
ら
入
所
を
あ
き
ら
め
て
認
可
外
保
育
所
を
利

用
し
た
り
、
仕
事
を
あ
き
ら
め
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
景
気
の
悪
化
に
伴
い
、
こ
の
数
字
も
今
後
増
え
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
既
に
、
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
を
創
設
し

て
、
今
後
３
年
間
で
15
万
人
分
の
保
育
所
な
ど
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
金
の
金
額
は

今
後
さ
ら
に
増
額
し
て
い
く
必
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が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
安
心
こ
ど
も
基
金
は
、
要
望
の
強
い
学
童

保
育
の
新
設
・
増
設
に
も
活
用
す
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こ
と
が
で
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ま
す
。
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し
て
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こ
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育
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を
支
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す
る
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子
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て
、
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介
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、
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が
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っ

て
も
何
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し
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。
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。
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引
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ら
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改
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共
済
の
事
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ま
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、
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な
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す
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、
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ち
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で
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よ
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、
議
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提
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で
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的
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存
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で
ハ
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の
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を
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え
な
が
ら
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を
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め
る
。

夏
祭
り
に
飛
び
入
り
参
加
。

ハ
ッ
ピ
姿
も
様
に
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て
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た
。

学
童
保
育
視
察
中
に
子
供
に
囲

ま
れ
る
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ス
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ー
の
お
陰
で
す
っ

か
り
人
気
者
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地
元
少
年
野
球
の
始
球
式
。

か
つ
て
の
野
球
少
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に
は
た
ま
ら

な
い
瞬
間
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初
詣
の
だ
る
ま
市
に
て
、だ
る
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を
手
に
取
り
ニ
ッ
コ
リ
。両
目
の

開
眼
を
祈
願
。

毎
年
恒
例
の
節
分
祭
に
参
加
。

子
供
に
向
け
て
福
は
内
。

地
元
駅
に
て
朝
の
ご
挨
拶
。

こ
の
後
電
車
で
国
会
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。

地
域
の
皆
様
の
声
を
国
政
に
届

け
る
べ
く
集
会
を
開
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。

代表発起人を務める123会。発言にも力が入る。

衆議院委員会にて、役人のごまかしを許さない
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4年間の木原せいじ

私たちも応援しています！！

学生時代からのテニスの腕前は本
物。体育会系の木原君とは、長い
つきあいです。かけがえのない文化
の一つであるスポーツは地域に根
付いて初めて本物になります。木原
君には引き続きスポーツ振興に汗
をかいてもらいたいと思っています。

二宮清純（スポーツジャーナリスト）
有機農法や環境問題に関心
の深い誠二くんは、弟のような
存在です。自然を無視した人
間主体の人間だけのための
発展ではなく、環境と調和のと
れた発展に向けて、がんばって
もらいたいと思っています。
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木原せいじ事務所

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

　
　

。　
平
成
21
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

 

昨
年
秋
以
来
、
政
府
・
与
党
と
し
て
、
事
業
規
模
で
総
額

75
兆
円
、
財
政
支
出
の
規
模
と
し
て
は
12
兆
円
の
景
気
対

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
昨
年
度
の
第
１
次

補
正
予
算
、
第
２
次
補
正
予
算
、
そ
し
て
本
年
度
の
当
初
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
、
中
小
企
業
へ
の
緊
急
融
資
、

定
額
給
付
金
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
な
ど
既
に
効

果
が
出
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
、
エ
コ
カ
ー
減
税
な
ど
も
動
き
出
し

ま
す
。
し
か
し
、
世
界
、
特
に
米
国
経
済
の
厳
し
さ
は
増
し

て
お
り
、
も
う
一
段
の
景
気
対
策
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　
そ
の
際
、
以
下
の
３
つ
の
視
点
が
大
切
で
、
今
後
、
政

府
・
与
党
内
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
我
が
国
に
は
、
1
5
0
0
兆
円
と
い
う
個
人
金
融
資
産
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
個
人
金
融
資
産
は
、
60
％
が
60
歳
台
以
上

に
、
50
歳
台
も
加
え
る
と
80
％
以
上
が
、
年
配
の
世
代
が
保

有
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
必
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
年
配
の
世
代
が
保
有
す

る
資
産
を
次
世
代
、
次
々
世
代
に
円
滑
に
引
き
継
ぎ
、
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
す
。
お
金
が
か
か
る
の
は
、
子
育
て
世
代

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
だ

か
ら
で
す
。

　
私
が
事
務
局
長
を
務
め
て

い
る
「
政
府
紙
幣
・
無
利
子

国
債
の
発
行
を
検
討
す
る
議

員
連
盟
」
で
は
、
住
宅
・
自

動
車
・
教
育
な
ど
に
実
際
に

消
費
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

に
、
既
に
３
月
11
日
に
、
以

下
の
と
お
り
贈
与
税
の
減
免

を
麻
生
総
理
、
与
謝
野
大
臣
に
提
言
し
て
お
り
、
幸
い
、
今

月
ま
と
ま
る
経
済
対
策
に
目
玉
の
一
つ
と
し
て
、
盛
り
込
ま

れ
る
見
通
し
で
す
。

〈
提
言
〉
（
抄
）

3
.
（
3
）

　
３
年
間
に
か
ぎ
り
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除
（
1
1
0

万
円
）
を
思
い
切
っ
て
2,
5
0
0
万
円
ま
で
引
上
げ

る
と
と
も
に
、
住
宅
購
入
・
改
修
資
金
の
場
合
に
は
更

に
1,
0
0
0
万
円
、
自
動
車
購
入
資
金
の
場
合
に
は

5
0
0
万
円
、
教
育
資
金
の
場
合
に
は
2
0
0
万
円

の
、
上
乗
せ
の
控
除
枠
を
別
枠
で
設
け
る
べ
き
で
あ

る
。
更
に
３
年
間
に
限
り
贈
与
税
の
税
率
も
引
き
下
げ

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
既
に
相
続
時
精
算
課
題
制
度
を
選
択
さ
れ
て

い
る
方
も
、
３
年
間
に
限
っ
て
、
こ
の
新
制
度
へ
の
乗

り
換
え
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　　
個
人
金
融
資
産
の

流
動
化
の
た
め
に

は
、
将
来
に
対
す
る

不
安
除
去
も
大
切
で

す
。
将
来
に
不
安
が

あ
れ
ば
、
贈
与
税
を

●
1
5
0
0
兆
円
を
超
え
る
個
人
資
産
の
有
効
活
用

　
　
　
　贈
与
税
の
減
免

●
将
来
へ
の
安
心
を
通
じ
た
経
済
成
長

　
　
　
　医
療
・
介
護
の
充
実
を

●
環
境
と
成
長
の
両
立

今
こ
そ
、新
た
な
視
点
で
景
気
対
策
を

世代交代の旗手
　今政界全体に必要なのは、本格的な「世代交
代」です。自民党は当選１回～３回までの若手衆
議院議員が、党所属衆議院議員の５割以上を占め
る政党です。ところが、ほんの一握りのベテラン
が、自民党全体を牛耳っている状況です。
　この状況を打破するには、若手が横に一体的に
団結していく必要があります。
　そこで、代表発起人の一人として、１回生～３
回生の会、「自民党を刷新し、日本を再生する会
（通称123会）」を立ち上げて活動しています。

国会の質問王
　厚生労働委員会、内閣委員会、拉致問題特別委
員会、教育基本法改正特別委員会、政治倫理特別
委員会の各委員会に所属し、自民党一回生議員82
人の中で、最も質問を多くしている議員の一人で
す。

政策通の即戦力
●「政府紙幣、無利子国債の発行を検討する議員
連盟」の事務局長を務め、いち早く贈与税の減免
を提言。
●中小企業の事業承継税制について、自民党PTの
主査の一人として、とりまとめ。
●道路特定財源の見直し、公務員制度改革につい
て、若手議員連盟のとりまとめ責任者として、当
時の福田総理、渡辺大臣に提言。
●自民党・税金の無駄遣い撲滅PTの事務局長補佐
として、数千億円の無駄を指摘。
●障害者自立支援法について、見直しをいち早く同
僚議員とともに提言し、見直しに道筋をつける。

●ハンセン病基本法の制定に努力。
●介護療養病床の削減について、同僚議員ととも
に、削減方針の見直しをいち早く提言。
●都市農業を考える若手議員の会の事務局長とし
て、農地の相続税納税猶予の見直しに道筋をつ
ける。

木原せいじ公式
モバイルサイト
http://kiharaseiji.com/k/
携帯電話から木原せいじ
モバイルにつながります。

私立武蔵中学・高校、東京大学法学部卒業

大学時代はテニスで全国選抜3位

平成5年大蔵省（現財務省）入省、主計局、大臣官房、国際局課長

補佐、税務署長歴任

その間、英国大蔵省出向（初代）

平成17年9月　衆議院選挙当選

現在、厚生労働委員会、内閣委員会、拉致特別委員会、各委員。党

では、国際局次長、青年局次長、女性局次長、学生部参与。

趣味はテニス・ピアノ・散歩。座右の銘「至誠通天」。著書「英国大蔵

省から見た日本」（文春新書）

社
会
保
障
の
充
実

個
人
金
融
資
産
の
有
効
活
用
：
贈
与
税
の
減
免
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